














細川さんとは今回の取材で初めてお会いしました。第一印象は、穏
やかで優しくよく笑う方。しかし話を聞いていくと、仕事では効
率化に全力投球されていたり、周りの人に氷の女王と呼ばれてい
たり。ギャップがあり驚きました。「これやる必要ある？」みたい
な作業はわたしもバイトをしていた頃、思ったことがありました

が、わざわざ誰かに意見したことはありませんでした。なので、細川さんの話
を聞いてすごい！と思いました。何かを変えようとすることは、とても労力
が必要なことだと思います。それなのにそれ
をどんどんやっていく細川さんみたいな方に
わたしは今まで出会ったことがなかったです。
同じ職場にいたら、有難すぎる存在だろうな
と思いました。わたしも目先の楽に逃げるの
ではなく、広い目で見て、楽をゲットできる
ように動きたいと思いました。

　屋形場さんとも今回の取材で初めてしっかりお話させていただ
きました。年が近いですが、なんとも言えない貫禄に驚きました。
数時間話したわたしでも分かるくらい、落ち着いています。どれ
くらい落ち着いているかというと、銀行強盗が来ても冷静に対

応して、静かに帰らせるんだろうなと思ってしまうくらいです（笑）「なるよ
うになる」と半分諦めているからこそ、落ち着いていられると言っていました
が、それを聞いて、慌ててしまうのはどこかでもっと上手くやらなきゃとかや
れるはずだと自分に過度な期待をしているからなのかなと思いました。屋形
場さんと話していて面白かったことが、わたし
の「座右の銘ありますか？」「特技ありますか？」
などの質問に対して、少し考えてから「逆にあ
ります？」と逆質問されたことです。聞かれた
わたしもグヌヌとなり、人に質問するくせに自
分は答えがないのはずるいなと反省しました。

　 阿部さんともしっかりお話したのは、今回が初めて。わたしの
無茶な質問や要望にも、ほほえみながら答えてくださいました。
突然、工場を見てみたいとお願いした時も、すぐに対応してい
ただきました。案内してくれた従業員さんも丁寧に案内してく

ださり、この会社の方はみんな優しい人たちだなあと思いました。ありがと
うございました。記事には載せていないですが、阿部さんは外国に行った経
験が豊富で、そのお話を聞くのも楽しかったで
す。今まで行った中で一番よかった場所は「ポー
トランド」らしいです。海が見える住み心地の
いい街らしいです。行ってみたい！タイの野良
犬は触ったら危ないということも教えてもらい
ました。狂犬病がうつってしまうらしいです。

　
　今回の取材期間を経て「女性ってやっぱりいいなあ」と思いました。やわら
かい声も笑顔も優しさも、疲れた時にとても染み渡りました（笑）取材に行く
たびに癒しをもらいました。常に、親切に丁寧に対応してくださる姿勢に強
さを感じました。仕事も、自身の考えをしっかりと持ち取り組まれていてかっ
こいいなと思いました。驚いたのは、年齢に関係なくそれを感じたことです。
わたしと年が近い方でも頼もしさが溢れていました。バリバリ働く女性が多
くなった昨今。今や、働く女性なしでは社会はまわらないだろうと思います。

（人手の数という理由以外でも）男性女性という垣根も無くなりつつあります
が、ひとりひとりがもっと輝いていく社会になっていくことが楽しみです。
　また、村出身や在住の方が多かったですが、村の良いところ、もっとこう
したらいいかもと思うところ両方の意見をお持ちで、こういう働き世代の方々
の意見や考えをもっと村全体が活用していけたらいいなと思いました。

　今回、取材と編集をしました九戸村地域おこし協力隊の福島多恵です。取材さ
せていただいた６名の方々は、もともとお世話になっていた方、面識はあった方、
初対面の方と様々でした。でも、みなさん共通して親切で楽しい方々でした。心
良く、そして丁寧に取材にご協力していただいきありがとうございました。せっ
かくなので、取材での裏話をオフショットとともにお送りします。

　
　 荒谷さんは、もともと商工会青年部の活動などでとてもお世話になっ

ている方でした。いつもテキパキと働き、誰よりも気が利く存在で
す。おちゃらけた部分もあり、楽しい人でもあります。その働きっ
ぷりとユーモアをいつもすごいなあと思っています。今回、写真の
撮影もかねて、娘さんソラちゃんとのお散歩に同行しました。こ

のソラちゃんもすごかった！笑。お散歩中、何度も転ぶのですが、すぐ何
事もなかったかのように倒れたまま地面の草をいじり始めたり、むくっと立ち上
がったりするのです。一見、なにもないような道でも、溝を歩いてみたり、土の
上を歩いてみたり楽しそうに歩きます。同じところを歩いていても、ソラちゃん
が見ている世界とわたしが見ている世界は違う
んだろうなと思いました。荒谷さんの娘だから、
こんなにも天真爛漫であると同時に、ソラちゃ
んがいるから荒谷さんもかっこよく楽しい人な
のだろうなと思いました。親子であり、良き相
棒な雰囲気がありました。うらやましい！

　森さんのことはよくお見かけしていましたが、しっかりとお話した
のは今回の取材が初めてでした。わたしの質問に対して、丁寧に回
答してくれるところに誠実さを感じました。様々なところに住んで
いた経験があるという話が興味深かったです。なんだかんだどの場

所でも馴染めたというのもかっこいいなと思いました。わたしもまだ
まだいろんな場所に住んでみたいので、森さんの言葉は勇気づけられました。　
　森さんが紹介してくれた言葉。「やってやれないことはない」というフレーズ
までは耳にしたことがありましたが、「やらずに
できるわけがない」という部分は初めて知りまし
た。本当にその通りだと思いました。「やらずに
できるわけがない」はつまり「とりあえずやって
みな〜」というポジティブな言葉だと思います。
上手くいったらラッキーくらいで、とりあえず
やってみる精神を持ちたいです。

　
　下上さんともしっかりお話をしたのは今回が初めてでした。なか
いち養蜂園やジェラテリアなかいちの看板やポップがいつも素敵で
一体誰が描いているのだろうと思っていたので、お話が聞けてとて
も嬉しかったです！看板などは、絵や文字が上手いだけでなく、構

図や字体 がバリエーション豊かですごいです。その発想の根源はなんなのか
知りたい！と思っていました。聞いてみると、日常で目につくものを参考にした
り、社長の意見を取り入れたりしているとのことだった
ので、特別な訓練を受けている訳ではないんだ！と驚き
ました。わたしも頑固にならず、そういう姿勢を身につ
けたいなと思いました。「続ける」ことのすごさの話も
沁みました。ついつい、わたしは新しいことに目移りし
がちなので、続けるということは大変だと思っています。
でも、続けた人にしか分からないことがあるという話に、
もう少し何事も粘ってみようと思いました。

　
人間とは、己の行った仕事の子供である。
　　　　　　　　　　ミゲル・デ・セルバンテス
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